
流域治水プロジェクト
について

第1回 福井県二級水系流域治水協議会

令和３年２月１０日
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１．近年の全国的な水災害の発生について

（出典：第１回九頭竜川流域治水協議会 資料） 2



１．近年の全国的な水災害の発生について

3（出典：R２北陸ブロック河川課長会議（後期） 資料）



１．近年の全国的な水災害の発生について

（出典：福井県「河川・砂防総合情報システム」）
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ひるがの（岐阜県郡上市）
1,214.5 ｍｍ

箱ケ瀬（福井県大野市）
704.0 ｍｍ

坂浦（京都府福知山
市）

594.5 ｍｍ

〇平成３０年７月豪雨 （平成３０日年７月４日～８日）

・平成３０年７月豪雨では、福井県の県境から約１２ｋｍの岐阜県側で、降り始め
からの降雨量が１，２００ｍｍを超え、岐阜県で大きな被害が発生している。

・本県でも服部川、浅水川、笙の川、天王川の４河川で氾濫危険水位を超過。

7/5 21：00時点

服部川（東庄境） （7/5 19時時点 ）
最高水位2.31m （氾濫危険水位2.20m）

降水量分布図（6/28 0時〜7/8 24時）

※雨量ピーク地点から県
境まで約12km

県内の水位状況

（出典：気象庁資料（災害をもたらした気象事例）
「平成２０年７月豪雨（前線及び台風７号による大雨等」



（写真：富野ふれあいまちづくり委員会 資料）

１．近年の全国的な水災害の発生について

人的被害
住家被害

全壊 半壊

死者１名 １１棟 ２２９棟

津保川流域
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○平成３０年７月豪雨による津保川（岐阜県）浸水被害状況



１．近年の全国的な水災害の発生について

（出典：福島河川国道事務所「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」 資料） 6

〇令和元年台風１９号による阿武隈川（福島県）浸水被害状況

阿武隈川

平成１０年
８月末の前線と台風４号による
洪水により多大な被害を受ける。
※流域平均２日雨量（福島）
２１５．８ｍｍ

平成１０～１２年
３か年で事業費約８００億円をか
け、大改修を実施（平成の大改修）

令和元年
平成１０年を超える洪水により
浸水被害が生じる。
※流域平均２日雨量（福島）
２５７．７ｍｍ



１．近年の全国的な水災害の発生について

7（出典：R２北陸ブロック河川課長会議（前期） 資料）



２．流域治水について

（出典：気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 資料）

〇気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治水
対策「流域治水」への変換が必要。

〇河川管理者等が主体となって行う対策に加え、集水域と河川区域のみならず、氾濫域も含めて一つの流域とし
て捉え、その流域全員が協働して、①氾濫をできるだけ防ぐ・減らす対策、②被害対象を減少させるための対
策、③被害の軽減、早期復旧・復興のための対策、までを多層的に取り組む。
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３．流域治水対策の事例：土地利用規制、輪中堤
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○江古川では、小浜市が建築基準法に基づき災害危険区域を指定し、土地利用規制をすること
で、新たな宅地化の進展による浸水被害の増加を防ぐ。

〇また、既存家屋の浸水被害を防ぐために、福井県が輪中堤を整備。

横断図（イメージ）

輪中堤概要図（福井県施行）
災害危険区域図（小浜市指定）



３．流域治水対策の事例：江端川総合治水協議会

（出典：江端川総合治水協議会「提言書」） 10

・江端川は下流部から河川整備を進めている
・上流部の未改修区間で家屋浸水が頻発しているが、河川整備を行うまで時間がかかる

① 江端川未改修区間の河道改修の促進

② 上流域の水田等での保水機能の増進

③ 未改修区間の家屋浸水対策を図る上
での下流への影響の配慮

河川整備と各種対策を連携させ、県・市・地域住民の意見も取り入れた流域全体の総合
的な治水対策を推進することで、家屋浸水をなくす

課題

対応

方針

協議会委員
・学識経験者
・地域住民代表者
・土地改良区
・市民団体等
・国河川管理者
・県市関係者
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３．流域治水対策の事例：江端川総合治水協議会



３．流域治水対策の事例：各戸貯留施設設置助成
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○個人住宅等に設置する貯留タンクなど小規模な施設に対して、設置費用を助成。
（福井市、鯖江市）

（出典：気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 資料）



３．流域治水対策の事例：雨水貯留浸透施設整備
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○洪水時、一時的に流域内で雨水を貯留できるよう、校庭やため池など既存ストックを活用した
流出抑制対策を実施。

（出典：気候変動を踏まえた水災害対策検討小委員会 資料）



３．流域治水対策の事例：洪水浸水想定区域図、水害リスク図
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○水防法に基づき洪水予報河川および水位周知河川に指定された河川について、洪水浸水想定区
域図を作成。

〇県独自の取組として、その他の福井県管理河川全てにおいて水害リスク図を作成。
〇洪水浸水想定区域図、水害リスク図を市町ハザードマップに反映し、災害被害低減を図る。

反映

ハザードマップ例

（出典：敦賀市HP「笙の川水系洪水ハザードマップ」）


